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 要  旨 
本研究は，コーパスから対象語の属性語と属性値表現を自動で抽出する手法を提案する．属性語と
は対象の特徴や性質に関する項目で，属性語に対応する語を属性値表現として定義する． 
本手法は，属性語候補の抽出，対象語との関係の推定，属性値表現の抽出の３段階からなる． 
属性語候補抽出の段階では，コーパスから抽出条件と排除条件を用いて属性語候補を抽出する．抽
出条件には，接尾辞「性，度，感，数」を取る語を抽出する接尾辞条件，接頭辞``高’’，``低’’，また
は形容詞``高い’’，` `低い’’と特定の言語パタンで共起する語を抽出する``高い’’・``低い’’共起条件，
接尾辞条件を満たす語と並列関係の言語パタンで共起する語を抽出する並列パタン条件，特定の形容
詞・動詞・単位表現との共起回数が他の形容詞・動詞・接頭辞との共起回数より多い語を抽出する共
起表現条件の４つを用いる．排除条件には，特定の接頭辞と共起する語を排除する接頭辞条件，動詞
``する’’と多く共起する語を排除する``する’’との共起条件の２つを用いる． 
対象語との関係の推定の段階では，属性語以外の関連語の排除を行い，関連度を計算し対象の属性
語を抽出する．対象語と並列または上位下位関係の言語パタンでの共起回数が，対象語と属性関係の
言語パタンでの共起回数より多い語を属性語以外の関連語（類義語，上位・下位語）と推定し排除す
る．関連度には対象語と同じ文中で共起する回数を用い，上位 70語を対象の属性語として抽出する． 
属性値表現抽出の段階では，抽出した属性語と特定の言語パタンで共起する形容詞・単位表現を属
性値表現として抽出する． 
属性語の評価には適合率，再現率，Ｆ値を用いた．正解は，対象語に関するWebページの 50件に
含まれる語と本手法と比較手法が出力した上位 70 語の中から，実験者が対象の属性語だと判断した
語に加え，曖昧な語は評価者３人中２人以上が対象の属性語だと判断した語とした．比較手法として，
言語パタン「対象語＋の＋属性語」を用いた手法と比較した．その結果，本手法は比較手法より高い
適合率，再現率，Ｆ値であった．本手法が高い理由として，関連度が対象語との関係を強く考慮して
いたこと，抽出パタンが属性語を高い精度で抽出したこと，関連語を排除したことがあげられる． 
属性値表現の評価では，抽出された対象の属性語上位 20 語の属性値表現を評価した．評価には適
合率を用いた．正解は，対象語，属性語，属性値表現の組を評価者に提示し，３人中２人以上が適切
だと判断した組を用いた．その結果適合率は 0.63 であり，「紅茶の風味は``豊か’’」や「机の奥行き
は``何 cm’’」など，適切な対象語，属性語，属性値表現の組が抽出できた． 
 
